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ラウンジ バー 中庭「KUMOBA TERRACE」

　本工事は長野県軽井沢町に位置する駐車
場跡地で行われました。日本屈指の別荘地、
避暑地での工事のため第三者災害の防止を
最重要項目として作業を進めたところで
す。近隣と良好な関係性を保つため、施主
に協力をいただきながら、現場の状況に合
わせ定期的にコミュニケーションをとりま
した。
　施工にあたっては敷地内の既存樹木を可
能な限り利用する計画だったため、搬入路
が限られた中での仮設計画となりました。
品質管理で工夫を要したのは厳冬期に実施
したコンクリート打設です。「採暖養生」
を採用し、温度管理を適切に行うことで、
高精度で密実なコンクリート打設を実現し
ました。植栽工事については施主、設計者
と常に周辺への視線を確認しながら施工を
進めました。
　大和ハウス工業株式会社長野支店
　長野工事課　現場所長　佐々木　敦司

■工事名称：（仮称）ふふ軽井沢雲場池開発計画新築工事
■工事場所：長野県北佐久郡軽井沢町大字軽井沢－の一部、－
■建築主：ヒューリック株式会社
■全体監修・デザイン統括：株式会社ＴＫＮ・ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ
■設計監理：大和ハウス工業株式会社東京流通一級建築士事務所
■施工：大和ハウス工業株式会社長野支店
■敷地面積：，．㎡

■延床面積：，．㎡
■階数：地下階、地上階
■構造：ＲＣ造・Ｓ造
■用途：ホテル
■工期：年月日～年月日

写真提供：ヒューリック

　日本屈指のリゾート地「軽井沢」の森にひっそりとた
たずむ「ふふ旧軽井沢」を計画しました。軽井沢らしい
四季のうつろいを感じ、「彩」「香り」「音」「灯」と
その場でしか味わうことのできない瞬間づくりを意図し
計画を進めました。
　建物配置は、メイン棟と宿泊棟が中庭空間を囲うロの
字型とすることでプライバシーの配慮と動線の簡素化を
実現しています。中庭に植えた樹木はすべて地元軽井沢
で生育したものを移植し、四季折々の「彩」と「香り」
が感じられる空間となりました。メイン棟に配置したロ
ビーラウンジとレストランは、中庭を一望できる空間配
置としています。

　宿泊棟客室室は「落ち着いた大人の空間」をコンセ
プトに、ウォールナット調をベースにすべて異なる「彩」
の空間としました。各部屋にはインナーテラスを設け夏
には窓を開け川の「音」を聴き、冬には窓を閉め暖炉の
「灯」感じる部屋になります。
　中庭は軽井沢の森のカフェや美術館をイメージし、客
席と壁と植栽の適度な配置を調整して、程よい距離感と
居心地の良さを目指しました。全ての樹木は軽井沢の圃
場（ほじょう）から選び、いつ訪れても、軽井沢らしい
四季が楽しめる空間としました。レストランからは中庭
の活動が感じられる中木を配置し、宿泊棟側には、目隠
しを兼ねた高木を植えています。周囲に敷いた地場産の
佐久栗石にはスギゴケが徐々に自生し、数年を掛けて　
軽井沢らしい風景が完成します。ファイヤーピットには、
別荘地軽井沢のアイコンともいえる、浅間石を使用しま
した。
　大和ハウス工業株式会社

　東京本店流通店舗設計部　溝口栄介
　ＴＫＮ・ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ 　中村渓
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客室温泉客室「ラグジュアリースイート」


